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項 目 要   約 

１．研究の概要 

 

診断用のRIとして最も需要の高いMo/Tcとα内用療法向け短寿

命α核種として近年その有用性が注目されているAc-225の二核

種の生成と供給を行う国内自給技術の検討により既存炉・次世代

高速炉の運用に係る研究開発を行う。具体的には、照射ターゲッ

トと炉心条件の検討、照射済試料からのRI分離抽出、再利用方法

などの検討により、新型原子炉の概念設計に資する研究開発を行

うと共に新型炉を含んだ原子炉の二次的利用としてのRI製造と

いうイノベーションと原子炉に対する社会受容の改善を目的と

して、以下の研究開発を行う。 

１）Mo-99製造プロセスの軽水炉(PWR)への適用性検討 

２）軽水炉でのAc-225製造 

３）高速炉（「常陽」）でのMo-99製造 

４）高速炉（「常陽」）でのAc-225製造 

５）原子炉で生成される医用RIの品質と普及についての検討 

２．総合評価 
Ａ 

・原子力の社会的受容性の観点で、医療用RIの製造は効果がある

と考えられ、国内供給の可能性を示唆したことは評価ができ

る。 

・一方で、工学環境での実験であったため、医療用RIとしての条件

（不純物の混入を防ぐ等）を満たせるかなど、検討すべき課題が 

あると考える。 

 

 

 

Ｓ）極めて優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）一部を除き、相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 

 


